
　

２
０
２
０
年
１
月
に
総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
が
取
り
ま
と
め
た
「
研
究
力
強
化
・
若

手
研
究
者
支
援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
、
産
業
界

へ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
拡
大
や
博
士
課
程
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
取
組
と
し
て
、
企
業
と
の
連
携
に
よ
る
長

期
有
給
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
が
位
置
付
け
ら

れ
た
。
ま
た
、
同
年
３
月
に
「
採
用
と
大
学
教
育
の

未
来
に
関
す
る
産
学
協
議
会
」
が
掲
げ
た
10
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
も
、「
大
学
院
生（
修
士
・

博
士
）を
対
象
と
し
た
新
た
な
ジ
ョ
ブ
型
採
用
に
つ

な
が
る
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
試
行
を
推
進
す

る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
文
部
科

学
省
お
よ
び
日
本
経
済
団
体
連
合
会
は
、
ジ
ョ
ブ
型

研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
委
員
会（
以
下
、
推

進
委
員
会
）を
共
同
設
置
し
、
ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
以
下
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）の

推
進
に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
議
論
を

踏
ま
え
、
こ
の
た
び
、
文
部
科
学
省
は
、
ジ
ョ
ブ
型

研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
先
行
的
・
試
行
的
取
組
）

実
施
方
針（
以
下
、
実
施
方
針
）を
策
定
し
た
。

ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的

　

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
目
的
は
、
大
学
院
教
育

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
長
期
間
か
つ
有
給
の
研
究

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
に
よ
り
、
次
の
こ
と
を

文
化
と
し
て
社
会
に
定
着
さ
せ
、Society 5.0

に
相

応
し
い
雇
用
の
あ
り
方
と
高
等
教
育
が
提
供
す
る
学

び
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

・ 

優
秀
な
大
学
院
学
生
が
、
安
心
し
て
博
士
課
程
へ

の
進
学
を
選
択
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と

・ 

今
後
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
ジ
ョ
ブ
型
採
用
を
見
据

え
、
産
業
界
と
大
学
が
連
携
し
て
大
学
教
育
を
行

い
、
国
際
競
争
に
耐
え
得
る
研
究
力
に
裏
打
ち
さ

れ
た
実
践
力
を
養
成
す
る
こ
と

・ 

学
業
に
支
障
を
来
す
こ
と
な
く
、
学
生
の
成
長
に

と
っ
て
有
意
義
な
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
行
わ
れ
、

学
修
成
果
を
活
用
し
た
採
用
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

（
先
行
的
・
試
行
的
取
組
）の
概
要

　

本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
マ
ッ
チ
ン
グ
、
ジ
ョ

ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
内
容
、
報
酬
水
準
、
学

業
と
両
立
で
き
る
勤
務
形
態
、
採
用
・
就
職
へ
の
活

用
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
検
証
し
て
い
く
べ
く
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

文
部
科
学
省
文
部
科
学
審
議
官

松まつお
尾
泰ひろき
樹

ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

先
行
的
・
試
行
的
取
組
に
向
け
て
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ジ
ョ
ブ
型
研
究
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

定
着
に
向
け
て

　

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
担
う
の
は

「
人
」
で
あ
り
、
こ
れ
を
主
導
す
る
人
材
を
育
成
す

る
大
学
院
に
お
け
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
・
実

質
化
は
、
我
が
国
の
研
究
力
、
産
業
競
争
力
の
両
面

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題

に
向
き
合
う
た
め
に
必
要
な
の
は
、
本
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
目
的
の
通
り
、
雇
用
の
あ
り
方
と
高
等
教

育
が
提
供
す
る
学
び
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
即
ち
取
得
し

た
学
位
が
い
か
に
学
生
の
将
来
に
寄
与
す
る
の
か
と

い
う
視
点
で
あ
り
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
は
じ

め
と
し
た
産
学
協
働
に
よ
る
取
組
が
求
め
ら
れ
る
。

70
大
学
、
１
０
０
企
業
を
超
え
る
関
心
を
い
た
だ

い
て
お
り
、
本
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
期
待
の
高

さ
を
感
じ
て
い
る
。
図
表
に
示
す
通
り
、
ト
ラ
イ
ア

ル
を
今
年
度
後
期
か
ら
、
先
行
的
・
試
行
的
取
組
の

本
格
実
施
を
次
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

て
い
る
。
今
後
、
競
争
力
を
高
め
る
べ
く
専
門
性
を

持
っ
た
優
秀
な
人
材
の
確
保
を
積
極
的
に
行
い
た
い

と
お
考
え
の
企
業
に
は
、
ぜ
ひ
前
向
き
に
協
議
会
へ

の
参
画
を
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
れ
か
ら
を
背
負
っ
て
立
つ
大
学
院
生
が
、
経
済

的
な
面
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
へ
の
不
安
か
ら
、
博
士
課

程
へ
の
進
学
を
断
念
す
る
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、

奨
学
金
な
ど
の
経
済
的
な
支
援
の
充
実
や
本
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
を
含
め
産
学
協
働
に
よ
る
大
学

院
教
育
の
充
実
・
実
質
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

・
研
究
遂
行
の
基
礎
的
な
素
養
・
能
力
を
持
っ
た
大

学
院
学
生
が
対
象

・
長
期
間（
２
カ
月
以
上
）か
つ
有
給
の
研
究
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ

・
正
規
の
教
育
課
程
の
単
位
科
目
と
し
て
実
施

・
本
実
施
方
針
に
沿
っ
た
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン（
業
務
内
容
、
必
要
と
さ
れ
る
知
識
・
能
力

等
）を
提
示

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
終
了
後
、
学
生
に
対
し
面
談

評
価
を
行
い
、
評
価
書
・
評
価
証
明
書
を
発
行

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
成
果
は
、
企
業
が
適
切
に

評
価
し
、
採
用
選
考
活
動
に
反
映
す
る
こ
と
が
可

能
　

当
面
の
間
は
、
博
士
課
程
学
生
で
あ
っ
て
、
学
生

の
専
攻
分
野
は
自
然
科
学
系
を
対
象
と
す
る
が
、
修

士
課
程
学
生
や
人
文
社
会
系
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
、
推
進
委
員
会
に
お
い
て
検
討
す
る
。

　

マ
ッ
チ
ン
グ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
、
普

及
展
開
な
ど
に
関
す
る
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
、

協
議
会
に
事
務
局（
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
機
関
）を
置
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
在
求
人
・
求
職
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
行
っ
て
い
る
団
体
か
ら
文
部
科
学
省
が
選
定
し
、

政
府
予
算
に
基
づ
き
３
年
間
支
援
を
行
う
予
定
で
あ

る
。
点
と
点
で
は
な
い
面
と
面
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
、

人
力
だ
け
で
は
な
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
た
マ

ッ
チ
ン
グ
を
通
じ
て
、
大
学
、
企
業
、
学
生
の
多
様

な
出
会
い
を
効
果
的
・
効
率
的
に
支
援
で
き
る
環
境

が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

プ
に
参
画
す
る
大
学
、
企
業
等
か
ら
な
る
協
議
会
を

設
け
、
先
行
的
・
試
行
的
取
組
か
ら
推
進
す
る
こ
と

を
予
定
し
て
い
る
。
実
施
方
針
で
は
、
本
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
要
件
を
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
り
、

特
に
ジ
ョ
ブ
型
・
有
給
、
正
規
の
教
育
課
程
、
採
用

選
考
活
動
に
反
映
可
能
な
ど
が
こ
れ
ま
で
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
潮
流
と
は
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
る
。

2021年度後期シーズン（トライアル）

2021.6 2021.7 2021.10 2021.12 2022.3
参画検討

事前教育
インターン
シップ実施

協議会設立 説明会・
懇談会

ジョブディ
スクリプション
提示期限

参加希望
学生の登録

学生の選考 インターン
シップ決定

評価書提出事務局
（マッチング支援機関）

選定

今後の実施手順確認のため、少なくとも2021年度後期シーズンについては、企業・大学による事務局への費用負担なく、
できる範囲で実施
2021年度後期シーズンに限り、正規課程として実施する必要なし
※学生がインターンシップに応募する際、指導教員の同意・推薦と同様の効果（学内選考）がある仕組みを構築

2022年度前期シーズン

2021.7 2022.4 2022.8-10

説明会・
懇談会

ジョブディ
スクリプション
提示期限

インターン
シップ決定・
履修登録

評価書提出・
単位認定

協議会設立

2022年度前期シーズンより、先行的・試行的取組を本格実施
事務局が提供するサービス・費用負担については、協議会設立時に提示（2023年度までは政府からの支援がある）

2022.2
学生への周知・イベント実施

マッチング
応募・選考

事前教育
インターンシップ実施

図表　当面の進め方
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